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令和７年6月２１日 13：30から、「養老郡養老町PTA連合会研究大会」が中央公民館中ホールにて開

催されました。今回も任意参加の形をとり、約８０名が参加しました。

養北小PTAによる「PTAのアップデート」の発表、そして研究大会参加者による「ＰＴＡの今後のあ

り方を考える」というテーマでディスカッションを行いました。７つのグループに分かれて「各校のＰ

ＴＡ活動について」、「近隣市町を知る」、「ＰＴＡ活動が子どもたちにとってどんな意味があるか」

について話し合いました。どのグループもコーディネーターの進行のもと、活発に交流することができ、

自分たちでこれからについて考える研究大会となりました。

今年度の養老町ＰＴＡ連合会の活動方針は、「生き抜くたくましさを身に付けた子どもたちの育成を目指し、
家庭・学校・地域の連携を深めるＰＴＡ活動」とさせていただきました。これは、学校・地域と絆を育み、我
が子だけでなく、養老町の子どもたちが、家庭や地域、職場、さらには、グローバルな社会でダイバーシティ
あふれる未来を力強く生き抜いてほしいという願いを込めたものです。今を生きる子どもたちのため、令和の
子育て世代である私たちＰＴＡはどうあるべきなのかを一緒に考えていきたいと考えています。子どもたちの
ために何ができるのか考えながら今後も、各校のＰＴＡ活動をバックアップしていけるよう進めてまいります
ので、みなさまのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

養老郡町PTA連合会長 木村 陽一 （高田中PTA)

養北小PTAの皆さんより取組が
紹介されました。家庭教育の充実、
教育環境の醸成、地域との連携を大
切にする中で「PTAのアップデー
ト」をテーマにPTAの見え方や捉
え方の印象を変えるために取り組ん
だことをお話しいただきました。こ
の取組は岐阜県のPTA研究大会の
方でもWEBにて公開されます。ぜ
ひご覧ください！

～令和７年度養老郡町PTA連合会活動方針～
生き抜くたくましさを身に付けた子どもたちの育成を目指し、

家庭・学校・地域の連携を深めるＰＴＡ活動
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＊順不同
養老郡養老町ＰＴＡ連合会 表彰（感謝状贈呈）

お世話になりました。ありがとうございました！

「PTAの今後の在り方を考える」というテーマでディスカッションを

行いました。PTA役員や学校の先生方にコーディネーターになっていた

だき、７つのグループに分かれて話し合いました。

活動１では、「各学校のPTA活動」について」というテーマで、他の

学校の活動を知ることができるように、“会議の進め方”や“役員の決

め方”など各学校によって違いがあるのか共有することができました。

活動２では、「近隣市町を知る」というテーマで、郡町PTA会長の木村

さんに養老町の近隣市町のPTA活動について取材したことを話していた

だきました。活動３では、「PTA活動が子どもたちにとってどんな意味

があるか」について考えました。

どのグループもたくさんの考えを交流することができました。

「分からないこと」も含めて
思いを伝え合える、一緒に考えられるつながり

〇野村 恵理子 さん（養老小PTA） 〇安部 潔仁 さん（池辺小PTA） 〇野村 真由 さん（日吉小PTA）

〇安藤 寿康 さん（広幡小PTA） 〇服部 恭平 さん（笠郷小PTA） 〇日比 智 さん（東部中PTA）

〇木村 峰 さん（上多度小PTA） 〇冨永 悟 さん（笠郷小PTA） 〇柳沢 陽子 さん（東部中PTA）

地域とのつながりを大切にし、学校の実態や地域の実態

に合わせて必要なことは何かを考えることでPTAの仕事

内容を見直し、アップデートしていることが素敵でした。

委員会の数を減らすことや資源回収の方法を工夫すること

でPTAの印象を変えることにつながっていました。

少子化や共働き、限られた時間の中で子どもたちのため

に何ができるか見つめ直すことができた実践でした。

現状に合わせて必要なことを精査し、アップデートしている

内容について分かりやすく発表いただきました！

参加者による グループワーク
「PTAの今後の在り方を考える」



１．実践発表について感想をお聞かせください。（抜粋） ＊回収結果より

７．その他、研究大会に関する感想や要望について（抜粋）

PTA自体は、学校や地域の
実態に応じてその都度変化し
ていけばよいものだと思う。

発表校でとても緊張しました。養北小
PTA活動の現実、変革期である事が分かっ
てもらえたらいいなと思います。

どの学校も仕事内容の見直しをして、参
加しやすいPTAにする努力をしているこ
とが分かりました。

１．所属PTAについて ２．参加してどうでしたか
６．「養老町情報モラルスマイル
宣言」を守っていますか。

・グループワークは交流の場になるのでいいと思いました。
・共有すべき認識は同じであることが確認できて良かった。PTA活動の負担を減らしつ
つも子どもたちのためになる活動と地域のコミュニティを守ってほしい。
・どんどん子どもが減る中で、住みやすく子育てしやすい町になるように今回のように
本音で話し合って今後を考えていける集まりは必要だと思った。
・PTA役員の思いがつながるとよい。「子どもたちのために」「背中を見せること」を
再認識できた。
・ PTA関連のイベントに「PTA」とあると役員以外の人は目を通すことなくスルーし
てしまうので、呼びかけ方法を考えていけるといいと思います。

子どもたちにとってより良い学校・家庭
生活になるように取り組む内容やイベント
など各学校で決めていけるのであれば、
PTA役員以外からもどんな活動をやった
らいいか意見を聞いてもいいのではないか
と思った。そうすることで全員参加してい
る意識が高まることにつながると思った。

他の学校の活動を知れて良
かったです。参考にさせてい
ただきたい事もありました。

委員会の削減、活動の簡潔
化見習いたいです。資源回収
をステーションなのもやれた
らいいと思う。子供が少なく、
親も少ないので負担を減らす
メリットはありだと思いまし
た。

PTA活動には意味があり、子供の為や学校を運営していくにあたり、先
生だけでは補えない部分を助けたり、相談役となっていると分かりました。
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PTA活動に対する他校の工夫や、役
員以外の方の意見など、これからの活
動を進めていく上で参考になる話が聞
けた。

郡内の全ての学校関係者が一緒に考え
議論することで、捉え方や考え方がそれ
ぞれに深まったと思うし、ある程度共有
できたように感じる。PTAのあり方につ
いて、議論を重ね、同一歩調で進めてい
くことが持続可能なあり方につながると
思う。もう一歩、次年度に向けて具体的
な動きをどうしていくか、今後早急に検
討していく必要があると、改めて感じた。

自分と同じ思いをもってみえる方
や違う考えをもってみえる方など貴
重な意見をたくさん聞けてすごくよ
かったです。

町内のPTA役員さんやPTA役員じゃ
ない方の意見も聞くことができたので、
グループワークは良かったなと思いま
した。

養北小学校の活動報告では、「ＰＴＡのアップデート」として、子どもたちのために何ができるかを考える
中で、実態に合わせた取組が紹介されました。それぞれの単位ＰＴＡでも見直せるような内容だったのではな
いでしょうか。また今回、初めての取組としてグループディスカッションを行いました。企画する中で、どの
ような内容であれば、PTAについて知ってもらえるのだろうと役員会の中で検討を重ねてきました。コーディ
ネーターの進行のおかげで、たくさんの意見交流ができたように思います。ＰＴＡについて知ってもらうこと
がこれからの養老町のＰＴＡを考える大きな一歩になったのではないでしょうか。最後になりましたが、ご参
加いただいた皆さま、本大会を支えていただきました本部の皆さまに深く感謝申し上げます。ありがとうござ
いました。

養老郡町ＰＴＡ連合会子育て代表

西尾 朋子（高田中PTA)

【 最優秀賞】

玉井 尚子 さん（笠郷小PTA）

【 優秀賞 】

村田 伸恵 さん（日吉小PTA） 青木 香織 さん （高田中PTA）

【 佳 作 】

岡村 憲二 さん（高田中PTA） 鈴木 美穂 さん （日吉小PTA）

伊藤 吏胡 さん（養老小PTA） 長江 由実 さん （養老小PTA）

たくさんの応募ありがとうございました。
今年度もまだまだ募集中です！応募お待ちしております！

令和６年度「家族の絆愛の詩」PTA賞表彰

コーディネーターのお陰で楽しく話が
できた。疑問に思っていることの参考に
なることも聞けたし、今後のPTA活動の
課題が何なのか理解することができた。

自校の現状、他校のいろいろなや
り方、勉強になりました。いい
なぁって思った点がいっぱいあった
ので自校でもやってみたい、またな
かなかうまく行かない問題点、困っ
てる事も似ていて共感しました。

おめでとうございます！

PTAとはどんなものか、今後の改善点
などを話すことができるいい機会だった。

PTA継続に向けて仕組みを変えていっ
たり、新しい試みなど今後自校で導入で
きそうな話を聞けて良かった。


